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報告③  

強度行動障害支援に関する取組みにつ

いて 資料 



強度行動障害に関する事例検討について 

 

１ 位置づけ 

  北九州市障害者自立支援協議会の中の「地域生活支援者交流会（※）」に位置付ける。 

※ 主に障害福祉サービスに携わる支援者で実施する。 

※ 事業者の連携強化や情報共有、障害のある人の地域生活に関する課題や取組の

報告などを行う。 

※ 協議会事務局で運営を行い、交流会で出た意見を取りまとめ、自立支援協議会

や発達障害者支援地域協議会の協議事項等に反映する。 

 

２ 事例検討会の目的 

 〇事例検討を通じ支援者同士のネットワークを作る。 

〇事例検討を通じ支援者の強度行動障害児・者への対応スキルを向上する。 

〇具体的な市の施策に繋がるよう、事例検討を通じ強度行動障害児・者支援や家族 

支援の課題等を明らかにする。 

  

３ 構成メンバー 

  〇強度行動障害の人の地域支援研究会（仮）のメンバー 

  （事例により、関わっている支援者の参加も可） 

 〇事務局：北九州市保健福祉局精神保健・地域移行推進課 

       北九州市障害者基幹相談支援センター 

      北九州市発達障害者支援センターつばさ 

 

３ 事例検討の実施方法 

（１）開催頻度等 

  〇曜日・時間：毎月第１月曜日もしくは第２月曜日 18：30～20：00（月 1 回） 

         開催実績：令和 5 年 10 月 16 日、11 月 6 日、12 月 11 日 

  〇場所：ウェル戸畑 

（２）事例について 

  〇構成メンバー及び事務局の基幹相談支援センターから提出（1 回 1 事例） 

（３）流れ 

  〇事例の流れとグラウンドルール説明（事務局 5 分） 

  〇事例説明（事例提供者 15 分） 

  〇事例の情報に関する質疑応答（15 分） 

  〇課題解決に向けた議論（30 分） 

  （議論の内容）アセスメントの内容はどうか、今後の支援の方向性はどうか 

  〇まとめ（今本所長 15 分） 

  〇次回の日程調整・事例提出者の確認（10 分）    

（４）事例検討会後  事例検討で出た課題について整理（事務局） 

令和 5年 12 月 19 日  精神保健・地域移行推進課 








